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報道各位 

 Well-being societyの実現に向けた 
データ利活用による健康経営の実践 

－PHR サービス等を活用した行動変容に有効な介入方法の公開－ 
 
健康長寿産業連合会 健康関連データの活用推進ワーキンググループ（以下、WG2）は、この度、PHR（パーソナル・

ヘルス・レコード）サービス等を活用した、個々人の行動変容に有効な介入方法に関するエビデンス調査を行い、その成果を
取りまとめましたのでご報告します。 
 
いま、Well-being society の実現に向け、健康関連データを用いた魅力的なサービスが創出され拡大していくことが期待

されています。そのようななかで、WG２では、会員企業によるデータを活用した健康増進活動の実践を通じ、健康関連データ
の利活用促進において、民間企業が果たすべき役割・責任について検討しています。 

2024年度は、企業の健康増進活動（PHR サービスの開発や企業の健康増進施策等）を支援するため、健康増進活
動の有効性に関する学術的なエビデンスについて調査してきました。そのなかで、個々人の健康行動を変容させるのに有効な
結果が見られた介入方法について、図を用いてわかりやすく整理しましたので発表いたします。 

WG2 では、これらの取り組みを通じて、Well-being society の実現に向け、さらなる健康関連データの利活用による健
康経営の進展を目指します。 
 

 

 個々人の健康行動を変容させる介入方法について、学術的に有効とされるエビデンスが示された国内外の研究
内容を調査し、「施策への参加率向上」や「施策での行動促進」に資する 28種類の方法を整理しました。 

 介入方法を「メッセージの伝え方を工夫する」や「インセンティブの提供方法を工夫する」、「絵や表記の見せ方を
工夫する」等の介入種別に分類して、個人の健康行動変容に係る PHR サービスの開発や企業の健康増進施
策の検討等、目的に応じて活用いただけるよう、研究内容とその効果を一目で理解しやすいようにまとめました。 

            
 

PHR サービス等を活用した行動変容に有効な介入方法のポイント 



 

            

詳細は、健康長寿産業連合会ホームページにおける別添資料をご確認ください。 
https:/www.well-being100.jp/wp/wp-content/uploads/2025/08/20250801_WG2-.pdf 

＜問い合わせ先＞ 
健康長寿産業連合会 健康関連データの活用推進ワーキンググループ（WG2）事務局 
Email: kenkochoju-wg2@nttdata-strategy.com 
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